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	製品名: サイクリンD1（10Z18）ウサギモノクローナル抗体
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	抗原情報
	背景
	RB1のリン酸化は、RB/E2F複合体から転写因子E2Fを解離させ、G1期の進行を担うE2F標的遺伝子の転写を可能にする。G1期初期にはRB1を低リン酸化する。サイクリンD-CDK4複合体は、様々な細胞分裂促進および抗細胞分裂促進シグナルの主要な統合因子である。サイクリンD1-CDK4（DC）複合体の調節成分として、RB1を含む網膜芽細胞腫（RB）タンパク質ファミリーのメンバーをリン酸化・阻害し、G(1)/S期移行中の細胞周期を制御する（PubMed:1833066、PubMed:1827756、PubMed:8114739、PubMed:8302605、PubMed:19412162、PubMed:33854235）。 RB1のリン酸化は、RB/E2F複合体から転写因子E2Fの解離と、それに続くG(1)期の進行を担うE2F標的遺伝子の転写を可能にする（PubMed:1833066, PubMed:1827756, PubMed:8114739, PubMed:8302605, PubMed:19412162）。G(1)期初期にはRB1を低リン酸化する（PubMed:1833066, PubMed:1827756, PubMed:8114739, PubMed:8302605, PubMed:19412162）。サイクリンD-CDK4複合体は、様々な分裂促進性シグナルおよび分裂抑制性シグナルの主要な統合因子である（PubMed:1833066、PubMed:1827756、PubMed:8302605、PubMed:19412162）。また、SMAD3の基質でもあり、細胞周期依存的にSMAD3をリン酸化して転写活性を抑制する（PubMed:15241418）。サイクリンD1/CDK4/CDKN1B三元複合体の構成要素であり、サイクリンD-CDK4複合体の核への移行および活性に必要である（PubMed:9106657）。細胞周期非依存的に、NEUROD1およびINSプロモーターにおいてINSM1と共に転写コリプレッサー活性を示す（PubMed:16569215、PubMed:18417529）。
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	（1）MCF-7細胞溶解物、（2）LnCaP細胞溶解物におけるサイクリンD1発現のウエスタンブロット解析。

